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研究成果の概要（和文）：ケニアのナカリは約 1000 万年前の露頭が広がり、人類の誕生と現生

アフリカ類人猿の進化を探る上で最重要な時代の様相を伺う事ができる希少な化石産地である。

この調査では、大型類人猿ナカリピテクスを含む数種類の霊長類を発見し、当時の類人猿と他

の霊長類の生態、古環境を明らかにした。ナカリピテクスは、人類と現生アフリカ類人猿の最

後の共通祖先と緊密な関係を持ち、一方で、ギリシアなどから知られているウーラノピテクス

の祖先系統である可能性が高い。当時のナカリには、森林の要素が強く残り、類人猿とオナガ

ザルが同所的に生息していたことが示唆される。 
 
研究成果の概要（英文）：Nakali in Kenya is one of a few 10 million-years-old fossil localities 
in Africa and crucial in understanding the origins of the human and extant African ape 
lineages. This project discovered a rich primate fauna, which includes a great ape 
Nakalipithecus and several other catarrhines and gave hints on their niche partitioning 
and paleoenvironment. Nakalipithecus is thought to be closely related to the last common 
ancestor of human and African apes and possibly to be ancestral to the Greek ape 
Ouranopithecus. The paleoenvironment in Nakali included a wooded component largely 
and was occupied with sympatric forest-dwelling apes and monkeys. 
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１．研究開始当初の背景 
 1000 万年前は、人類の系統と現生アフリ
カ類人猿（ゴリラ属、チンパンジー属）が分

岐を始めた時期であり、人類の進化にとって
も類人猿進化にとっても鍵となる時代であ
る。ところが、アフリカにおいてこの時代の



化石産出地が乏しく、この時期の類人猿進化
の様相はほとんどわかっていなかった。研究
者らは、ケニアのナカリから約 1000 万年前
の大型類人猿を発見しており、この化石産地
での調査の重要性を訴えていた。ナカリでの
発見以前に知られていた唯一の後期中新世
アフリカ類人猿は、1982 年に発見されたサ
ンブルピテクスであり、化石資料としては一
片の上顎骨標本のみであった。2007 年より、
本経費の補助により、大規模な調査をナカリ
で開始した。 
 
２．研究の目的 
ナカリから発見された大型類人猿の系統関
係、食性等の適応、そしてその生息環境を明
らかにし、この時期の類人猿進化の様相を明
らかにすることを目的とした。そのために、
ナカリでの霊長類化石と他の動植物化石の
発見、生物相分析、堆積環境、安定同位体分
析等による古環境復元を行った。 
 
３．研究の方法 
ナカリにおける発掘調査と地質学的調査。動
植物化石の比較、歯牙化石による系統関係の
分析、エナメル質の微少咬耗による食性推定、
偶蹄類、奇蹄類の歯のメソウェア分析による
食性推定、動物化石の安定同位体分析など。 
 
４．研究成果 
ナカリの大型類人猿をナカリピテクス・ナカ
ヤマイとして、新種記載した。系統関係につ
いては、現生アフリカ類人猿と人類の最後の
共通祖先と緊密な関係を持ち、一方で、ギリ
シアなどから知られているウーラノピテク
スの祖先系統であるとの仮説を提出した。こ
の仮説が正しければ、現生人類に至った系統
が中新世の間一貫してアフリカ内で進化し
た事を強く示唆する。古環境については、当
時のナカリには、森林の要素が強く残ってい
たことが示唆された。エナメル質の安定同位
体分析、メソウェア分析、いずれも森林性の
要素の存在を支持している。ナカリで発見さ
れたオナガザル科、マイクロコロブスの四肢
骨の分析を行い、現生の多くのコロブス類と
同様、森林性に特殊化していたことを示した。
これは、オナガザル科としてばかりでなく、
純森林性のオナガザル上科としても世界最
古の記録である。こうした森林性オナガザル
の存在は、当時類人猿とオナガザルが同所的
に生息していたこと示唆する。両者の間に食
性に関するニッチ分割があったことも、エナ
メル質の微少咬耗分析から示された。 
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